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１．施設の概要                              （占用者作成） 

位置図 

 

現況写真 

全景（令和 6年 7 月 3日撮影） 

現在の 

利用形態 

なし（新規） 都市計画

の有無 

なし 

占用面積 

合計 908 ㎡ 

【① ～⑬】 

758 ㎡（予定） 

【インフラ設備】 

150.3 ㎡ 

付帯施設

等 

看板、飲食店、トイレ、ウッドデッキ、

コンテナ倉庫、バッカン（4t 用）、駐

車・駐輪スペース（関係者用）、手洗い

場、サウナ、デッキスペース、舟運事

務所コンテナ、インフラ設備 

許可の 

経緯 

＜当初許可＞ 

2024 年 12 月中旬予定 

＜許可期限＞  

 未定（新規） 

利用者数 

合計 約 296,300 人 

（算出根拠） 

■よどがわ水辺横丁 

1,550 人/週×48 週（年）＝74,400 人 

 

■ネイチャーセンター 

100 人/週×48 週(年) ＝4,800 人 

 

■バーベキューエリア 

【デイバーベキュー（土・日・祝）】 

100 日×テント 100 張×平均 6 名 

＝60,000 人 

【夜バーベキュー（金土祝前日）】 

80 日×テント 40 張×平均 6 名 

＝19,200 人 

 

■イベント広場 

【デイイベント・ナイトイベント】 

1 回 200 人×50 日   ＝10,000 人 

 

■舟運事業 

【十三淀川航路・夢洲航路・京阪航路・

大川航路】 

16,000 人＋86,400 人＋12,000 人 

＋13,500人  ＝127,900人 

堤内地・

堤防・堤

外地 

堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

周辺の 
土地利用 
の状況 

・堤内地側は、商業施設、住居等が立地する市街地。 
・堤外地側の一部は、国営淀川河川公園。 

番号  占用目的 その他 許可受者 大阪市 場所 右岸 7.2km 付近 
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関連諸計
画におけ
る占用地
の位置付

け 

・「新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域 まちづくり方針 2022」では、新大阪駅周辺地域
全体としては、新大阪駅・十三駅・淡路駅の３つの駅を中心とした来訪者の徒歩圏におい
て、防災性を高めることはもとより、現状の土地利用にも配慮しながら、交流促進・交通結
節・都市空間の機能向上を図ることを目指している。十三駅エリアにおける都市空間機能
としては、新大阪駅エリアにはない、淀川の河川空間や駅周辺のにぎやかさやなつかしさ
を活かした都市空間の形成が求められている。 

・淀川河川敷十三エリアかわまちづくり計画では、占用予定地について、「沿川住民が日常的
に利用する仕組みを作っていくため、堤防から見える河川空間や梅田方面の眺望を活かし、
堤防の裏のり面を盛土した部分に交流施設やオープンカフェ、トイレなど多目的空間等の
利用者や観光客の活動、情報交換、休憩場所を創出する」と設定している。

・大阪市地域防災計画において、広域避難場所に位置付けしている。

その他 

特記事項 
・特になし

番号 占用目的 その他 許可受者 大阪市 場所 右岸 7.2km 付近 
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２．施設の現状                             （占用者作成） 

占用の 

必要性 

・堤防の裏のり面に盛土した天端に飲食スペースや自然体験学習の拠点等、新たなにぎわ

いの場を創出することにより、河川公園及び船着場を含む親水空間の利用者数の向上も

期待でき、地域住民が河川に親しみを持ち、良好な河川環境の享受や理解を深めること

が見込まれる。 

管理状況 

・占用者：大阪市淀川区 

・管理主体：事業者 

淀川河川敷十三エリア魅力向上協議会の決定に基づき、大阪市が事業予定者と事業協

定を締結し、事業予定者が管理運営を行う。事業予定者は「RETOWN・類設計室・OneOsaka

リバークルーズ事業共同体」である。 

・利用規則の有無 

  占用地の適正な維持管理のため、管理規則･利用規則をハード施設完成後に策定する

予定としている。規則策定にあたっては、自然環境の保全・再生に関する項目を河川

管理者の意向に沿って盛り込む予定。 

将来の 

利用状況 

・淀川河川敷十三エリア魅力向上協議会で決定された事業計画に基づき、屋台を使用した

飲食店等のハード事業、淀川の自然資源を活用した自然体験学習等のソフト事業、新た

に整備される十三船着場を活用した舟運事業を行う予定である。 

前回審議

の意見と

対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

令和６年度初審議 ― 

環境保全

に向けて

申請者の

取り組み 

【日常的な取り組み】 
・定期的な河川敷の日常清掃を実施する。 
・営業時以外はごみ箱を設置せず、各施設の管理者が責任を持ってゴミを収集、施錠でき

るバッカンに保管し業者への引き渡しを行う等、ごみの管理を徹底する。 
・夜間に設置する可動式街灯は、ソーラー発電対応を検討。 
【利用者への環境保全の周知】 
・河川敷利用のマナー動画を作成し、利用者に啓発を行う。 
【環境学習プログラム】 
・子ども向けに、淀川の生態系や人々との共生の歴史、自然環境の歴史、環境問題、外来

種問題等をテーマに自然体験学習を実施する。 
・学習プログラムの企画には、国土交通省淀川環境委員会委員・環境省希少野生動植物種

保存推進員・中間法人水生生物保全研究会監事・淀川水系イタセンパラ研究会役員など

を務める河合典彦氏との連携を協議中。 
【環境イベント等】 
・ゴミ拾いや、大人を対象にした生態系ツアー、淀川名産のしじみ・うなぎを使用した料

理の提供、SUP・カヤックなどによる水質の体験など、環境保全にまつわる啓発イベン

トを実施する。 

その他 
・特になし 

  

番号  占用目的 その他 許可受者 大阪市 場所 右岸 7.2km 付近 
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３．施設の自然環境的状況                        （河川管理者作成） 

占用地及び周辺の 

自然環境 

・占用地のほとんどが新たに整備された堤防の裏のり面を盛土した部分を

利用するものである。 

・占用地周辺の高水敷部分は淀川河川公園基本計画において多目的利用ゾ

ーン、水際部分は水辺環境保全・再生ゾーンとして位置づけられている。 

・占用地周辺の高水敷部分の上流水際には十三干潟が形成されており、ニホ

ンウナギ、ヤマトシジミ、モクズガニ等の水生生物やオオジュリン、ハマ

シギ等の鳥類も見られる。 

・占用地周辺で植物ではシオクグ、ヤマアワ群落やヨシ群落があり、ヨシ群

落の一部は船着場整備に伴い移植されている。 

・占用地周辺の草地にはカヤネズミが生息している。 

自然環境上重要な場所 

・水際は十三干潟の下流端付近に位置し、ヨシ群落をはじめとした植生や水

生植物の生息地となっている。 

・高水敷の部分は路上草本が多く占め、一部は樹林、竹林が繁茂しており、

陸上生物の生息場となっている。 

水際の 

状況 

水域までの

距離 

・堤防法尻から水際まで約 110ｍ 

・水際はヤマアワ群落やヨシ群落が形成されている。 

水面との 

高低差 

・約 1～3ｍ（感潮域） 

・冠水実績：近年では平成 25 年、平成 30 年 

環境面から見た 

望ましい利用方針 

・本事業の契機となった淀川河川事務所の十三地区低水護岸整備工事で次

のような対策を行っている。 

・船着場となる水際部分のヨシ群落は約 1.2km 下流に移植しているが、船着

場周辺の既存植生を可能な限り保全する。 

・高水敷の部分の路上草本や樹林等は陸上生物の生息場となるため可能な

限り保全するのが望ましい。 

・基盤整備に関わる工事においては生物の生活史に配慮した工事を行った。

（カヤネズミの繁殖等） 

・利用にあたっては、・利用者の河川環境保全に関する意識向上として学識

経験者や環境団体等と連携した環境学習プログラムの推進が望まれる。 

・また、高水敷の一時的な利活用においてもこれらの河川環境に配慮した利

用や利用者への認知のための情報発信が必要である。 

・そのため、利用者に対しては環境啓発看板の設置やチラシの配布等により

占用地および周辺の利用の在り方や環境保全への意識向上を図ることが

望まれる。 

  

番号  占用目的 その他 許可受者 大阪市 場所 右岸 7.2km 付近 
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４．占用許可期間の更新についての意見                   （委員会作成） 

 

 

  

番号  占用目的 その他 許可受者 大阪市 場所 右岸 7.2km 付近 
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５．委員会の審議内容に関わる現況写真               （写真撮影者：占用者） 

◆赤部分が河川の占用予定範囲（常設） 

 
 

以下現況写真 

■十三河川敷エリア 全体俯瞰図（令和 6 年 7月 3 日撮影） 

 

 

  

番号  占用目的 その他 許可受者 大阪市 場所 右岸 7.2km 付近 

① 

② 

② 

③ 

⑥ 
④ 

⑤

⑩ 

⑨ 

⑦⑧ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

←淀川 
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■①～⑬各占用予定範囲（令和 6年 6 月 24 日撮影）

①看板等設置予定 ②飲食店および自然体験学習の拠点（堤内地方向）

②飲食店および自然体験学習の拠点（堤外地方向）

③倉庫など ④バッカン（4t）

番号 占用目的 その他 許可受者 大阪市 場所 右岸 7.2km 付近 
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⑤業務用駐輪・駐車スペース          ⑥業務用駐輪・駐車スペース  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦コンテナ倉庫 ⑧手洗い場・トイレ ⑨デッキスペース・手洗い場  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩事務所 ⑪コンテナ倉庫          ⑫サウナ（イベント時） ⑬デッキスペース 

 

 

 

番号  占用目的 その他 許可受者 大阪市 場所 右岸 7.2km 付近 
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施

予
定

で
あ

る
が

、
そ

の
企

画
に

あ
た

っ
て

は
環

境
省

希
少

野
生

動
植

物
種

保
存

推
進

員
を

務
め

る
河

合
典

彦
氏

と
の

連
携

を
協

議
し

て
い

る
。

○
：
連

携
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

－
－

・
占

用
区

域
に

保
全

す
べ

き
動

植
物

は
存

在
し

な
い

が
、

そ
の

周
辺

に
は

カ
ヤ

ネ
ズ

ミ
、

シ
オ

ク
グ

、
ヤ

マ
ア

ワ
の

生
息

を
淀

川
河

川
事

務
所

の
環

境
情

報
図

に
よ

り
確

認
し

て
い

る
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
1

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

に
お

い
て

、
水

位
変

動
に

よ
り

冠
水

・
撹

乱
さ

れ
る

区
域

を
把

握
し

て
い

る
か

－
－

・
近

年
で

は
平

成
2
5
年

、
平

成
3
0
年

に
冠

水
し

て
い

る
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

11



A
(B

)ラ
ン

ク
案

件
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

様
式

（
2
/
2
）

記
入

者
：
大

阪
市

淀
川

区
役

所
政

策
企

画
課

●
河

川
保

全
利

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
占

用
地

　
名

称
：
大

阪
市

淀
川

区
淀

川
河

川
敷

十
三

エ
リ

ア
 ）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
2

施
設

整
備

は
河

川
の

生
態

系
の

連
続

性
（
縦

断
方

向
及

び
横

断
方

向
）
の

確
保

な
ど

自
然

環
境

に
配

慮
し

て
い

る
か

（
例

）
水

際
部

に
緩

衝
緑

地
を

設
置

等

－
－

・
設

置
す

る
施

設
は

、
掘

削
等

の
大

規
模

な
工

事
を

要
し

な
い

コ
ン

テ
ナ

な
ど

を
活

用
し

た
施

設
と

し
て

、
生

態
系

の
生

息
環

境
へ

の
影

響
を

最
小

限
に

し
て

い
る

。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
3

管
理

運
営

は
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
に

配
慮

し
て

い
る

か
（
例

）
投

棄
さ

れ
た

ゴ
ミ

の
収

集
、

除
草

時
の

水
際

部
刈

り
残

し
、

野
鳥

の
営

巣
時

期
の

利
用

制
限

等

－
－

・
定

期
的

な
河

川
敷

の
日

常
清

掃
。

・
排

水
を

循
環

さ
せ

て
、

再
利

用
す

る
循

環
型

ト
イ

レ
の

設
置

。
・
営

業
時

以
外

は
ゴ

ミ
箱

を
設

置
せ

ず
、

各
施

設
の

管
理

者
が

責
任

を
持

っ
て

ゴ
ミ

を
収

集
、

施
錠

で
き

る
バ

ッ
カ

ン
に

保
管

し
業

者
へ

の
引

き
渡

し
を

行
う

等
、

ゴ
ミ

の
管

理
を

徹
底

す
る

。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
4

施
設

利
用

者
に

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
に

関
す

る
情

報
発

信
、

注
意

喚
起

は
行

っ
て

い
る

か
（
例

）
情

報
板

設
置

に
よ

る
環

境
配

慮
へ

の
啓

発
等

－
－

・
施

設
利

用
者

に
向

け
た

自
然

環
境

に
関

す
る

啓
発

動
画

の
作

成
、

施
設

案
内

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
淀

川
の

歴
史

や
環

境
、

防
災

に
関

す
る

内
容

を
掲

載
し

、
啓

発
を

行
う

。

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
5

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
を

活
か

し
た

環
境

学
習

・
保

全
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

－
－

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

層
の

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
、

淀
川

の
自

然
に

触
れ

て
、

生
態

系
や

自
然

と
人

々
と

の
共

生
、

淀
川

の
自

然
環

境
の

歴
史

、
環

境
問

題
の

今
、

な
ど

の
自

然
体

験
学

習
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
・
ま

た
、

年
に

１
、

2
回

程
度

、
ゴ

ミ
を

拾
い

な
が

ら
生

態
系

を
学

ぶ
ツ

ア
ー

な
ど

、
環

境
保

全
に

ま
つ

わ
る

啓
発

イ
ベ

ン
ト

も
実

施
す

る
。

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

－
－

・
施

設
や

イ
ン

フ
ラ

等
ハ

ー
ド

設
備

の
整

備
に

あ
た

り
、

関
係

各
所

と
調

整
を

し
、

適
切

に
設

置
す

る
。

○
：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

－
－

・
占

用
区

域
外

の
河

川
区

域
の

使
用

は
し

な
い

。

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
8

占
用

施
設

及
び

そ
の

利
用

者
が

自
然

観
察

や
水

面
利

用
（
カ

ヌ
ー

、
釣

り
等

）
な

ど
を

行
う

河
川

利
用

者
の

水
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
支

障
に

な
っ

て
い

な
い

か
－

－

・
飲

食
店

、
自

然
体

験
学

習
拠

点
等

は
、

堤
防

天
端

の
う

ち
裏

法
面

を
盛

土
し

た
部

分
の

占
用

と
な

っ
て

お
り

、
管

理
用

通
路

部
分

は
誰

で
も

自
由

に
通

行
で

き
る

。
ま

た
、

駐
車

・
駐

輪
ス

ペ
ー

ス
（
関

係
者

用
）
も

必
要

最
低

限
の

占
用

と
な

っ
て

お
り

、
河

川
利

用
者

の
水

辺
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

支
障

に
は

な
ら

な
い

。

○
：
支

障
は

な
い

△
：
支

障
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
支

障
が

あ
る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か （
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

－
－

・
営

業
時

以
外

は
ご

み
箱

を
収

納
し

、
通

常
時

か
ら

施
設

全
体

を
清

潔
に

保
つ

こ
と

で
、

ゴ
ミ

の
投

棄
の

抑
止

を
す

る
。

・
利

用
を

進
め

て
い

く
中

で
苦

情
が

出
た

場
合

は
、

真
摯

に
対

応
し

て
い

く
。

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

－
－

・
施

設
利

用
者

に
む

け
た

「
過

ご
し

方
・
マ

ナ
ー

動
画

」
を

作
成

し
、

視
聴

を
促

す
こ

と
で

マ
ナ

ー
を

周
知

す
る

。
・
ハ

ー
ド

施
設

完
成

後
に

管
理

規
則

・
利

用
規

則
を

策
定

す
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
1

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
に

自
然

環
境

の
保

全
・

再
生

に
関

す
る

事
項

は
定

め
て

い
る

か
－

－

・
管

理
規

則
・
利

用
規

則
の

策
定

に
あ

た
っ

て
は

、
自

然
環

境
の

保
全

・
再

生
に

関
す

る
項

目
を

盛
り

込
ん

で
い

く
。

・
上

記
動

画
に

も
自

然
環

境
に

関
す

る
啓

発
を

盛
り

込
む

予
定

で
あ

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

－
－

・
上

記
動

画
は

、
Y
o
u
tu

be
な

ど
S

N
S

で
配

信
し

、
施

設
利

用
者

へ
の

事
前

の
視

聴
や

、
会

場
で

の
動

画
配

信
に

よ
り

、
周

知
を

行
う

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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16．神崎川緑地 

(摂津市)

記入者：  （水みどり課） 
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位置図 現況写真 

上流部 

下流部 

（写真撮影者：水みどり課） 

標準断面 

現在の 

利用形態 

・多目的広場 1 面、ゲートボール場 2
面、修景・園路・休憩・遊戯施設等

占用面積 7,053.65 ㎡ 

許可の 

経緯 

＜当初許可＞S53.11.11 

＜許可期限＞R08. 3.31 

都市計画

の有無 
有り（都市公園） 

堤内地・堤

防・堤外地 
堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

付帯施設

等 

すべり台、ブランコ複合 １基 
プレイスカルプチャー 3 基 
健康遊具 4 基 
パーゴラ 1 基 
ベンチ  5 基 
水飲み  1 基 
便 所 1 棟 等 

特記事項 

前回審議

意見と 

対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・自然環境に配慮された取り組みが行われて
おり評価できるが、植樹された樹木の樹勢
が弱いのが残念である。対応について検討
されたい。

・前回意見を踏襲し、河川の自然環境につい
て知見を深めつつ、引き続き取り組みを継
続されたい。

・コロナ禍により自然環境について知見を深
めるようなイベント等が開催できなかっ
た。

番号 16.神崎川緑地 占用目的 公園 許可受者 摂津市 場所 右岸 16.0k～16.2k 

ランク:C

施設（16.0ｋ） 

平成 26 年 2 月測量
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【チェックリスト】 
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Ｃ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
記

入
者

：
（
水

み
ど

り
課

）
●

河
川

保
全

利
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
占

用
地

　
名

称
：
1
6
神

崎
川

緑
地

）
N

o
確

認
の

視
点

確
認

事
項

過
年

度
意

見
過

年
度

意
見

に
つ

い
て

の
対

応
と

進
捗

占
用

者
に

よ
る

確
認

河
川

管
理

者
に

よ
る

確
認

河
川

保
全

利
用

委
員

会
の

意
見

評
価

欄
評

価
区

分
備

考

1
占

用
の

必
要

性

自
治

体
等

が
策

定
す

る
計

画
に

当
該

施
設

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
※

計
画

名
を

挙
げ

た
う

え
、

具
体

的
な

記
載

箇
所

を
記

す
（
例

）
総

合
計

画
、

都
市

計
画

、
緑

の
基

本
計

画
等

緑
の

基
本

計
画

（
P

3
1
　

は
な

・
み

ど
り

・
み

ず
の

ま
ち

・
さ

わ
や

か
摂

津
）

※
該

当
ペ

ー
ジ

を
添

付

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

2
避

難
場

所
等

の
防

災
上

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
（
例

）
地

域
防

災
計

画
等

摂
津

市
地

域
防

災
計

画
（
予

防
-

1
1
　

都
市

基
盤

施
設

に
お

け
る

効
果

的
整

備
・
防

災
機

能
向

上
）

※
該

当
ペ

ー
ジ

を
添

付

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

3
堤

内
地

に
お

い
て

代
替

施
設

を
設

置
、

又
は

既
存

施
設

に
よ

り
機

能
を

代
替

す
る

計
画

は
あ

る
か

な
し

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

7
占

用
目

的
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か

で
き

る
（
根

拠
）
原

則
、

自
由

利
用

な
た

め
（
利

用
実

績
）
広

場
、

休
養

施
設

、
遊

戯
施

設
な

ど

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

　
　

 場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

合
致

し
て

い
る

（
占

用
目

的
）
公

園

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
　

　
 あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

自
然

環
境

に
配

慮
さ

れ
た

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
お

り
評

価
で

き
る

が
、

植
樹

さ
れ

た
樹

木
の

樹
勢

が
弱

い
の

が
残

念
で

あ
る

。
対

応
に

つ
い

て
検

討
さ

れ
た

い
。

前
回

意
見

を
踏

襲
し

、
河

川
の

自
然

環
境

に
つ

い
て

知
見

を
深

め
つ

つ
、

引
き

続
き

取
り

組
み

を
継

続
さ

れ
た

い
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
自

然
環

境
に

つ
い

て
知

見
を

深
め

る
よ

う
な

イ
ベ

ン
ト

等
が

開
催

で
き

な
か

っ
た

R
6
.3

.1
淀

川
本

川
河

川
保

全
利

用
指

針
(案

)

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

な
し

○
：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

な
し

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

　
　

 あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か
（
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

な
し

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

摂
津

市
都

市
公

園
条

例
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.c
it
y.

se
tt

su
.o

sa
ka

.jp
/
se

c
ti
o
n
/
re

ik
i/

re
ik

i_
h
o
n
b
u
n

/
v1

0
0
R

G
0
0
0
0
0
4
5
7
.h

tm
l

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

公
園

の
使

用
申

請
の

際
に

ル
ー

ル
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

　
　

 ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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【参考資料】河川保全利用委員会速記録 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.16 神崎川緑地(摂津市)」

■過年度審議結果のレビュー

30

平成19年 委員会

平成21年 委員会

 河川の自然環境に重大な影響を及ぼす農薬散布（害虫駆除）、除草剤使用は避けること
⇒神崎川緑地での薬剤、除草剤の使用実績は無い
川らしい自然環境を保全・再生するという基本姿勢に立ち、人と川とのつながりを重視し
た施設の利用と管理にあたること

⇒イベント等に際しては、水辺・緑の環境保全について必ずPRする事としている

 前回と同じ⇒地元自治体が自然を満喫しながら散歩するウォーキングイベント、市民団体による花壇
活動等を実施している

平成27年 委員会  前回審議の意見について対応がなされている
 河川の自然環境について知見を深めつつ、引き続き取り組みを継続してほしい

【淀川本川】

令和元年 委員会  自然環境に配慮された取り組みが行われており評価できるが、植樹された樹木の樹勢
が弱いのが残念である。対応について検討されたい

 前回意見を踏襲し、河川の自然環境について知見を深めつつ、引き続き取り組みを継続
されたい
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